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糖の数によって水溶性の異なるフラボノイドの分析例
COSMOSIL 5C18-MS-II
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　データご提供：東洋精糖株式会社 研究開発部 様

アグリコンに付加した糖の数が多い化合物は、C18 カラムでの保持が小さい傾向があり、適切な分析条件を選択す
る必要があります。今回はフラボノイドの一種であるケルセチン配糖体やヘスペレチン配糖体を一般的な C18 カラ
ムで分析しましたので紹介します。

■ケルセチン配糖体の分析例
ケルセチン（クェルセチン）はフラボノイドの一種で、その配糖体であるイソケルシトリン（ケルセチン -3- グルコ
シド）、ルチン（ケルセチン -3- ルチノシド）もソバ、タマネギ、エンジュなどにも含まれています。これらのケル
セチン配糖体は、特定保健用食品や機能性表示食品の素材として注目が集まっていますが、水溶性や安定性が低い
などの理由から用途が限られることが多いです。その課題を解決するために、糖転移酵素を用いて糖を付加したグ
ルコシルイソケルシトリンやグルコシルルチンが用いられています。今回、ケルセチン配糖体類の分析データを紹
介します。

（1）実験概要
ケルセチン配糖体類の分析は、C18（ODS）カラムを用いた HPLC 法が有効であり、公定書にも記載されている。
アグリコンに付加した糖の数が多い方が、C18（ODS）カラムでの保持が小さい傾向にあるため、適切な有機溶媒
の種類や濃度を選択することで、これらを分離することができる。

（2）ケルセチン配糖体の分析例
コスモシール 5C18-MS-II を用いて、4 種類のケルセチン配糖体を分析した。

COSMOSIL Application Data

NACALAI TESQUE, INC

Column:         COSMOSIL 5C18-MS-II
Column size:  4.6mmI.D.-250mm
Mobile phase: Acetonitrile/ 0.01% Acetic Acid = 20/80 
Flow rate:      0.5 ml/min 
Temperature: 40°C
Detection:      UV254nm

Sample:         1; α-D-Glucosyl Rutin
2; Rutin
3; Isoquercitrin
4; Quercetin

Inj.Vol.:       20µl

Data courtesy of Toyo Sugar Refining Co., Ltd.
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（3）考察
コスモシール 5C18-MS-II を用いて、糖の数によって水溶性の異なるフラボノイドを好適に分離することに成功
した。

（4）参考文献
Y Suzuki and K Suzuki, Agric. Biol. Chem., 55(1), 181-187, 1991
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     の情報は、データご提供時の情報に基づいています。
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■ヘスペレチン配糖体の分析例
ヘスペリジンはフラボノイドの一種で、みかんやオレンジ、レモンにも含まれていますが、水溶性や安定性が低い
などの理由から用途が限られることが多いです。その課題を解決するために、糖転移酵素を用いて糖を付加したモ
ノグルコシルヘスペリジンは、特定保健用食品や機能性表示食品、さらには医薬部外品添加剤の素材として注目が
集まっています。さらに、そのアグリコンであるヘスペレチンにも数々の機能が見出されています。今回、ヘスペ
レチン配糖体類の分析データを紹介します。

（1）実験概要
ヘスペレチン配糖体類の分析は、C18（ODS）カラムを用いた HPLC 法が有効であり、公定書にも記載されている。
アグリコンに付加した糖の数が多い方が、C18（ODS）カラムでの保持が小さい傾向にあるため、適切な有機溶媒
の種類や濃度を選択することで、これらを分離することでがきる。

（2）ヘスペレチン配糖体の分析例
コスモシール 5C18-MS-II を用いて、4 種類のヘスペレチン配糖体を分析した。

Column:         COSMOSIL 5C18-MS-II
Column size:  4.6mmI.D.-250mm
Mobile phase: Acetonitrile/ H2O = 30/70 
Flow rate:      1.0 ml/min 
Temperature: 40°C
Detection:      UV280nm

Sample:         1; α-Glucosyl Hesperidin
2; Hesperidin
3; Hesperetin 7-O-Glucoside
4; Hesperetin

Inj.Vol.:       20µl

Data courtesy of Toyo Sugar Refining Co., Ltd.

1; α-Glucosyl Hesperidin 2; Hesperidin

3; Hesperetin 7-O-Glucoside 4; Hesperetin
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（3）考察
コスモシール 5C18-MS-II を用いて、糖の数によって水溶性の異なるフラボノイドを好適に分離することに成功
した。

（4）参考文献
Kometani et al., Biosci. Biotech. Biochem., 58(11), 1990-1994, 1994


